高度好熱菌由来GAR synthetaseの結晶構造解析 by 石井 健
                                 修士論文の和文要旨 
 
大学院電気通信学研究科   博士前期課程    量子・物質工学  専攻  
氏     名  石井 健  学籍番号  0333002 


























(1)T. thermophilus HB8 PurDの結晶化に成功した。結晶化条件は以下の通りである。 
0.2M Ammonium Sulfate，0.1M MES(pH6.5), 30% PEG MME 5000 
(2)データ収集、回折データのスケーリングを行ったところ、以下のような結果が得られた。 
    dmin=2.5Å，空間群P 212121，格子定数a = 72.4 Å，b = 98.1 Å，c = 121.2 Å， 
     β= 90.0° 
(3)位相を決定し、構造精密化を行った結果、非対称単位中にPurD分子が2つ含まれている
ことがわかった。最終的なR値は0.27であった。 
(4)大腸菌PurDと比較した結果、大枠で似た構造であることがわかった。 
(5)プリン生合成系の酵素と分子ドメインごとの比較を行った結果、構造上保存されたモチーフ
が見つかった。 
 
